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背景 
 交代勤務は労働環境の多様性に伴いほとんどの業種において導入されている
が、交代勤務が脂質異常症、高血圧、冠動脈疾患、糖尿病など様々な疾患の発
症に独立して影響を与えることが示唆されている。交代勤務が健康に影響を与
える原因の一つとして、交代勤務が概日リズムに与える影響が考えられている。
この概日リズムの個人差を評価する方法として、朝型－夜型質問紙 
(Morningness –Eveningness Questionnaire, 以下 MEQ ) を用いた調査研究
法がある。MEQを用いた多くの研究において、夜型タイプの方が朝型と比較し
て、身体的にも精神的にも望ましくないリスクファクターとして考えられてい
る。 
 これまで、概日リズムタイプ（以下 ME タイプ）の違いによる健康影響は指
摘されているが、ME タイプの違いが交代勤務を行っている労働者の健康にど
のような影響を与えるかを調査した研究はまだない。 
今回我々は、交代勤務を行う日本人男性労働者を対象とし、ME タイプが血清
脂質レベルに与える影響について検討した。 
 
方法 
<対象> 
 日本の某製造業において、2007年から 2011年の間に入社した男性労働者 512
名に対し、入社時健康診断の際に MEQ 調査を実施した。それらの中で交代勤
務に従事し、脂質異常症の既往が無く、入社時以降の定期健康診断を２回以上
受診した者 153人を対象とした。 
<測定項目> 
 解析対象を入社時の MEQ の点数により、明らかな朝型（70-86 点）、ほぼ朝
型（59-69点）、中間型（42-58点）、ほぼ夜型（31-41点）、明らかな夜型（16-30
点）に分類した。明らかな朝型の人数が極端に少なかったため、明らかな朝型
はほぼ朝型と組み合わせてグループとし、中間型と比較することとした。明ら
かな夜型は対象者にはいなかった。 
 毎年の健康診断によって、脂質検査、（交絡因子と考えられる）年齢、BMI、
飲酒習慣、喫煙習慣、運動習慣、職業性ストレスの情報が収集された。 
<統計解析> 
 混合線形モデルを用いて ME タイプと血清脂質レベルとの関連について調べ
た。アウトカムに毎年繰り返し測定される脂質検査結果、固定効果に ME タイ
プ、ランダム効果に対象者の IDを投入し、年齢・BMI・飲酒・喫煙・運動・職
業性ストレスについて補正を行った。 
 解析には SPSS 19.0.2Jを使用し、P<0.05を統計的有意と見なした。 
 
結果 
 対象者の平均追跡期間は 4.3年、入社時の平均年齢は 28.2歳、平均 BMIは 23.5
であった。MEタイプと総コレステロール値の関係においては、「ほぼ夜型」グ
ループと比較して、「中間型」で回帰係数-17.83 (95%信頼区間(CI):-33.42~-2.23)、
「明らかな朝型・ほぼ朝型」グループでは -16.84[95%信頼区間 (CI): 
-30.40~-3.28]であり、ほぼ夜型で高くなることが示された。MEタイプと HDL
コレステロール値の関係においては、有意な結果は得られなかった。ME タイ
プと LDL コレステロール値の関係においては、「ほぼ夜型」グループと比較し
て、「中間型」で-16.08 (95%信頼区間(CI):-28.79 ~ -3.37)、「明らかな朝型・ほ
ぼ朝型」グループは-17.50[95%信頼区間(CI): -32.11 ~-2.88]であり、ほぼ夜型で
高くなることが示された。 
 得られた混合線形モデルより、ME タイプごとの血清脂質レベルの推算平均
値を算出した。総コレステロールは朝型で 180.7mg/dL、中間型で 181.7mg/dL、
夜型で 198.5mg/dL と夜型で高くなった。HDL コレステロールについては
56.0mg/dL（夜型）〜57.1mg/dL（中間型）と有意な差を認めなかった。LDL
コレステロールについては朝型で 107.0mg/dL、中間型で 108.4mg/dL、夜型で
124.5mg/dLと夜型になるほど高くなった。 
 他のリスク因子について、年齢が高くなると総コレステロールと LDLコレス
テロールは上昇した（2.15[95%CI: -1.08~3.23]、1.23[95%CI: 0.22~2.23]）。BMI
が高くなると総コレステロールと LDL コレステロールは上昇し（4.48[95%CI: 
3.37~5.59]、4.54[95%CI: 3.52~5.56]）、HDL コレステロールは低下した
（-1.38[95%CI: -1.80~-0.96]）。飲酒量において、HDLコレステロールは高くな
ることが示唆された（0.60[95%CI: 0.38~0.81]）。喫煙については非喫煙者と比
較し、1日当たり 1-10本のグループで-5.34 [95%CI: -7.65~-3.04]、11-20本の
グループで-4.82 [95%CI: -6.95, -2.69]21 本以上のグループで-4.24 [95%CI: 
-7.42, -1.07]と HDLは低下することが示唆された。運動の影響については、有
意な結果は得られなかった。 
考察 
 Amani らの 2013 年のシステマティックレビューによれば、シフトワーク労
働者では食事回数が増え、栄養不良の発生頻度も増加することが報告されてい
る。また、Sato-Mitoらによれば朝型と比較して夜型の人ではアルコールや油脂、
肉、麺類、菓子の摂取が多くなることが報告されており、夜型の脂質代謝異常
に繋がりやすい食習慣がシフトワークによって増強される可能性が推察される。 
 
 これまで、いくつかの研究で交代勤務がトリグリセリド上昇と HDLコレステ
ロール低下、総コレステロールレベルの増加に関連することが報告されている。
我々は今回、ME タイプにより交代勤務者が受ける健康影響の差異を血清脂質
について検討することで、新しい知見を得た。 
 
これまでの MEQ 質問票を使用した、概日リズムに関する研究においては、夜
型タイプは朝型タイプに比較して重度のうつ症状を示しやすい（Hidalgo et al., 
2009）、朝型タイプは身体的・精神的な健康状態、自己肯定感、家族との関係の
いずれの項目においても、良好な状態にある（Randler, 2011）といったように、
夜型タイプの方が朝型と比較して、身体的にも精神的にも望ましくないリスク
ファクターとしてあげられることが多いが、本研究においても夜型の労働者が
交代勤務を行うことで、朝型の労働者よりも健康影響を受けやすいという結果
が得られた。 
 
 今回、我々は血清脂質レベルに注目し解析を行ったが、今後は血圧、血糖値、
尿酸値などに注目して、継続して縦断的に解析を行っていきたいと考えている。
交代勤務による健康影響について、朝型・夜型という個人固有の生理的・心理
的側面からアプローチすることで、個々人に適した効果的な産業保健活動が展
開できると考えている。 
 
結語 
 概日リズムに着目した結果、夜型グループの方が朝型グループに比べ、交代
勤務を行うことにより血清脂質レベルが増加しやすいことが示唆された。 
